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１） 事業所名 株式会社三協増改築センター

　　代表者氏名 代表取締役　川原　太　

２）　所在地 本　社　 〒820-0062

福岡県飯塚市目尾字小坂657番地の3

３）　環境管理責任者 所属/役職

　　　担当者 所属/役職

　　　連絡先 ＴＥＬ　0948-24-8888 ＦＡＸ　0948-24-9800

Ｅメールアドレス　center-tadasi@sankyogk.co.jp　　　　

４）　事業の内容 総合建築工事の施工

福祉住環境の整備

住宅リフォーム

工場店舗メンテナンス

５）　事業の規模

単位 本社 倉庫

従業員数 人 5 無

延床面積 ㎡ 48.6 1,317.74

６）　事業年度 4月 ～ 翌年3月

１.　組織の概要

総売上額 ：381百万円　(2022年度)

　取締役　鐘江　正

　取締役　鐘江　正
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２．認証・登録の対象範囲

　　上記の全組織及び全活動

　　１)　対象事業所 本社

　　２)　事業活動 建築工事業

　　３)　実地体制

代表者

代表取締役 社長

環境管理責任者

取締役 理事

営業部長

EA21事務局
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３．環 境 経 営 方 針

株式会社三協増改築センターは、地球環境の保全を経営の

重要課題と認識し、全員参加で環境マネジメントシステムを

積極的に推進し、その継続的な改善に努め、地球にやさしい

事業活動を行います。 

１．次の項目を重点項目として継続的して取り組みます。

（１）電力、燃料等のエネルギーの効率的な使用に努め、

 二酸化炭素排出量を削減します。

（２）産業廃棄物及び一般廃棄物の排出量を削減します。

（３）節水に努め、水使用量を削減します。

（４）資材、事務用品等のグリーン購入を推進します。

（５）環境に配慮した施工を心掛け、省エネ・省資源型建築を

 推進します。

２．当社の事業に関連する環境関連法規等を遵守します。

制定日 令和1年 10月 1日

株式会社三協増改築センター

代表取締役 川原 太
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４．環境経営目標

活動期間 ： 2022年 4月 ～ 2023年 3月

2019年 4月
～

2020年 3月

2020年 4月
～

2021年 3月

2021年 4月
～

2022年 3月

2022年 4月
～

2023年 3月

2023年 4月
～

2024年 3月

１．二酸化炭素排出量の削減 ㎏‐CO₂ 5,827 5,768 5,711 5,652 5,594

（1）電気使用量の削減 kWh 3,927 3,888 3,848 3,809 3,770

（2）ガソリン使用量の削減 L 1,924 1,905 1,886 1,866 1,847

2019年10月
～

2020年 3月

（1）一般廃棄物
　　 排出量の削減

㎏ 15.3 30.4 30.0 29.7 29.4

（2）産業廃棄物
　　 排出量の削減

㎏ 28,220 55,876 55,311 54,747 54,182

2019年10月
～

2020年 3月

（1）省エネ・省資源型
　　 設計・施工の提案

件 3 4 5 6 7

（2）研修会の参加 回 0 2 2 2 2

環境経営目標は、当社の事業活動を踏まえ以下の3項目を設定しました。
2019年度実績を基準年とし、二酸化炭素排出量・廃棄物排出量は毎年1％追加削減
省エネ・省資源型設計、施工の提案は件数の増加、研修会は年2回の参加を目指して
数値目標を設定しました。

※二酸化炭素排出量の計算で使用した排出係数は
　 九州電力　2019年度の二酸化炭素排出係数（0.371ｋｇ‐CO₂／kＷh）　を使用しています。

※化学物質使用量については、使用する建設資材に含まれる化学物質のＳＤＳの情報を収集します。

※水使用量については、水量把握が困難なため 事務所内の節水を心掛けます。

環境経営目標 単位

目標

2021年度
（2%削減）

2022年度
（3%削減）

2023年度
（4%削減）

基準年
2019年度

３．環境性能の向上及び
　　サービスの改善

2020年度
（1%削減）

２．廃棄物排出量の削減
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５.　環境経営計画

1
エアコン設定温度を決め、
実行する

小幡

2 不要な照明の消灯 小幡

1 エコドライブの推進 従業員

2 アイドリングストップ 従業員

1 排出量を記録し、把握する 小幡

2 資源ごみの分別 小幡

1 排出量を記録し、把握する 鐘江斉

2 リサイクルの推進 鐘江斉

1 節水シールの貼付 小幡

2 蛇口はこまめに閉める 小幡

本社 小幡 1
販売カタログ、仕様書等で
グリーン製品を調査・購入

小幡

現場 鐘江斉 2
環境に配慮した建設資材の
調達

鐘江斉

鐘江斉1
環境に配慮した建築の
研修成果を施工計画に
活かす

鐘江斉
顧客に対して省エネ設備・
省資源型施工を提案する

1

４．グリーン購入の推進

取組目標
サイト
区分

責任者

1 電気使用量の削減 本社

現場

小幡

鐘江斉

２．廃棄物排出量の削減

取組目標
サイト
区分

責任者 達成手段

2

担当者
スケジュール

4～6月 7～8月 10～12月 1～3月

1
省エネ・省資源型
設計・施工の提案

現場 鐘江斉

2 研修会の参加 本社 鐘江斉

５．環境性能の向上及びサービスの改善

取組目標
サイト
区分

責任者 達成手段

１．二酸化炭素排出量の削減

取組目標
サイト
区分

責任者 達成手段 担当者
スケジュール

4～6月 7～8月 10～12月 1～3月

スケジュール
4～6月 7～8月 10～12月 1～3月

ガソリン使用量の削減

担当者

担当者

1
一般廃棄物
排出量の削減

本社 小幡

2
産業廃棄物
排出量の削減

現場 鐘江斉

小幡

３．水使用量の削減

取組目標
サイト
区分

責任者 達成手段

1 水使用量の削減 本社

スケジュール
4～6月 7～8月 10～12月 1～3月

達成手段

1 グリーン購入に努める

担当者
スケジュール

4～6月 7～8月 10～12月 1～3月
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６．環境経営計画に基づき実施した取組内容

事務所内掲示物

空調温度設定
事務所内掲示物

照明器具の節電

事務所内掲示物

節水
産廃の分別に関する掲示物

金属類

産廃の分別に関する掲示物

コンクリート殻
産廃の分別に関する掲示物

石膏ボード
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７．環境経営目標の実績とその評価

活動期間 ： 2022年 4月 ～ 2023年 3月

１．二酸化炭素排出量の削減 ㎏‐CO₂ 5,827 5,652 6,425 88.0% △

（1）電気使用量の削減 kWh 3,927 3,809 3,958 96.2% △

（2）ガソリン使用量の削減 L 1,924 1,866 2,137 87.3% △

２．廃棄物排出量の削減
2019年10月

～
2020年　3月

（1）一般廃棄物排出量の削減 ㎏ 15.3 29.7 28.1 105.7% 〇

（2）産業廃棄物排出量の削減 ㎏ 28,220 54,747 33,720 162.4% ◎

2019年10月
～

2020年　3月

（1）省エネ・省資源型
　　 設計・施工の提案

件 3 6 20 333.3% ◎

（2）研修会の参加 回 0 2 1 50.0% ×

2022年度の環境経営目標達成状況は以下のとおりです。

二酸化炭素排出量は削減を意識し行動しましたが、受注件数・工事内容等に起因し、

未達成となりました。

廃棄物排出量は分別・再利用に努め、目標値内に抑えることが出来ました。

環境に配慮した設計・施工の提案は積極的に提案でき、目標値を大幅に上回りました。

研修会等への参加はコロナ禍の影響で開催が少なく、スケジュールの都合もあり、

目標値を下回りました。

※二酸化炭素排出量の計算で使用した排出係数は
　 九州電力 2019年度の二酸化炭素排出係数（ 0.371ｋｇ‐CO₂／kＷh）　を使用しています。

※達成状況については　◎：120％以上　○：100％以上 120％未満　△：80％以上 100％未満　×：80％未満

環境経営目標

３．環境性能の向上及び
　　サービスの改善

2022年 4月～2023年 3月

単位

達成率実績目標 達成状況

基準年
(2019年度)
2019年 4月

～
2020年 3月
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８.　環境経営計画の取組結果とその評価

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

× ○ × × × ○ ○ ○ × ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

環境配慮の
提案

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

研修会参加 × × × × ○ × × × × × × ×

活動期間の評価

廃棄物の排出量を計測・
記録し、明確化すること
や、紙資源の再利用を徹
底した。

3.水使用量の削減

一般廃棄物
排出量削減

産業廃棄物
排出量削減

排出量を記録し、把握する

実施状況
活動項目

2.廃棄物排出量の削減

排出量を記録し、把握する

リサイクルの推進

活動項目 活動期間の評価

資源ごみの分別

実施状況

1.二酸化炭素排出量の削減

電気使用量
削減

エアコンの設定温度を定め
実行

不要な照明の消灯

ガソリン
使用量削減

エコドライブの推進

アイドリングストップ

活動期間の評価活動項目

二酸化炭素排出量の削減
節電及び燃費削減につ
いて、全員で認識を高め
省エネ活動を実施してい
るが、二酸化炭素排出量
が目標に達していない月
が多い。
各々の省エネ意識を再確
認し、目標値を達成する
ように努める。

実施状況

環境に配慮した建設資材の
調達

5.環境性能の向上及びサービスの改善

グリーン
購入推進

販売カタログ、仕様書等で
グリーン製品を調査・購入

常に最新のカタログ等を
取り寄せ、最新の知識を
得るよう心掛けた。

4.グリーン購入の推進

活動項目 活動期間の評価

水使用量
削減

蛇口はこまめに閉める

節水シールの貼付
節水意識を高めるよう、
再周知した。

実施状況

環境に配慮した建築の研修
成果を施工計画に活かす

顧客に対して省エネ設備・
省資源型施工を提案する

〇：実施できた　△：十分とは言えなかった　×：不十分であった

再生材の使用やエコ商品のお
客様への推奨を徹底した。
研修会についてはコロナ禍の
影響で研修会自体の開催が少
なかった。

活動項目 活動期間の評価
実施状況
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９.　次年度の取組目標

環境配慮の提案

研修会・展示会への参加 　環境に配慮した建築の研修成果を施工計画に活かす 2 回

5.環境性能の向上及びサービスの改善

活動項目 次年度目標値

　顧客に対して省エネ設備・省資源型施工を提案する 7 件

活動項目 次年度目標値

グリーン購入推進

　販売カタログ、仕様書等でグリーン製品を調査・購入

―

　環境に配慮した建設資材の調達

4.グリーン購入の推進

産業廃棄物排出量削減

　排出量を記録し、把握する

54,182 kg

　リサイクルの推進

3.水使用量の削減

活動項目 次年度目標値

水使用量削減

　節水シールの貼付

―

　蛇口はこまめに閉める

一般廃棄物排出量削減

　排出量を記録し、把握する

29.4 ㎏

　資源ごみの分別

2.廃棄物排出量の削減

活動項目 次年度目標値

ガソリン使用量削減

　エコドライブの推進

1,847 L

　アイドリングストップ

1.二酸化炭素排出量の削減

活動項目 次年度目標値

二酸化炭素排出量の削減 5,594㎏‐CO₂

電気使用量削減

　エアコンの設定温度を定め実行

3,770 kWh

　不要な照明の消灯
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１０．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

　  　並びに違反、訴訟等の有無

当社の事業活動、製品及びサービスに適用される環境関連法規等は次のとおりです。

前年度に引き続き、社員一丸となってエコ活動に努めて参りました。

結果的に数値としては目標値に達していない項目も見られますが、受注件数・工事内容

等に起因する部分が多く、エコ活動に関する意識は社員各々の中で共有していると

感じております。

次年度こそは数値においても結果が出せるよう社員一丸となって邁進していきます。

また、昨年に引き続きコロナ禍の影響により、エコ活動に関する研修会やエコ商品の

展示会等は減少したままです。

対策として、現場サイドでの資材メーカーや専門施工業者からの情報提供を精査し、

社内で知識を共有していくことで、お客様に対してもより環境に配慮した工事の提案が

できています。

知識と意識のアップデートを繰り返すことで、これからも社員一丸となって、環境に配慮

した業務を継続していきます。

適用される法規等

廃棄物の処理及び清掃に関する
法律（廃掃法）

適用される事項（施設・物質・活動等）

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出
マニフェストの交付・回収・保管の適正処理

１１．代表者による全体評価と見直し・指示

上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんでした。

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

業務用空調機の簡易点検実施

一定規模以上は建築4品目の分別解体と再資源化

フロン排出抑制法

建設リサイクル法
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